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この資料について

• この資料は、2005年11月に開催さ
れたスーパーコンピューティング
2005 (SC|05)に関するレポートです。

• この資料の内容には、弊社としての
客観的な印象に基く記述があります。
従って、ここで、紹介している各社の
意図と違った内容で、展示などにつ
いて、コメントしている可能性もあり
ます。

• 写真などは、弊社が撮影したものを
使用しています。これらの写真も含
めて、この資料は、内部資料として、
ご利用ください。
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SC|05について

• 今年の‘Supercomputing’は昨年や一昨年と比較しても、遥か
に会場は盛況でした。昨年は、開催場所がピッツバーグという
こともあり、あまり、人気が無い開催地であったことも理由かも
しれませんが、現在のUSのスーパーコンピューティングに対す
る取り組みの強化や成果なども反映していうことも事実かもし
れません。

• ‘Supercomputing’は、IEEEとACM主催の国際学会でもある
ので、学会発表もあり、こちらも盛況であったと思います。

• 各社のブースの展示は、ある意味、各社の製品に特徴がない
ために、どの会社もクラスタを展示しているだけのようなものに
なり、ある意味、違いはあまり無かったという印象を持ちました。
（未発表製品やお客様とのNDAのミーティングは、別途、会場
の外のホテルなどで実施されています）
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SC|05関連のニュース

• HPCwireは、各社のSC|05のレポートと共に、各社、
研究機関がこのSC|05に合わせて発表した記事をま

とめているので、内容を確認するのに便利です。
– HPCwire

• http://www.taborcommunications.com/hpcwire.html

– 最近、Supercomputingの開催者は、IDCなどのアナリスト

向けのセッションを用意するなどしています。
• http://www.hpcwire.com/hpc/508920.html

• 発表された記事や製品が多いため、これらをフォロー
するのは、実際には非常に困難であることも事実です。
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SC|05関連のニュース
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HPCの現状

Going UP Going DOWN
システムの規模
解析モデルのサイズ
運用管理の複雑さ
•電力
•スペース
•システムの相互接続
•管理コスト

生産性
•プログラミング
•システムの可用性
•実効性能/ピーク性能

システムバランス
HWコスト
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HPCマーケット

• HPCマーケットでのHPCシステム構築及び製品は、
次の3つのセグメントに分かれている
– 一般商用システム（ Commodity-based systems）

• 一般のクラスタシステム（Dell HPCCなど）

– 付加価値システム（ Value-based systems）
• 多くのSMPやNUMAシステム（SGI Altixなど）

– 特定目的システム（ Purpose-built systems）
• アプリケーションと解析対象に合わせたシステム設計（IBM 

BlueGene/Lなど）

• IDCなどのレポートでも、一般商用システムのHPC
マーケットでの導入がもっともその成長が大きい
– 付加価値システムの課題（一般商用システムとの競合に対
する対応、もしくは、新たな分野の開拓→ペタスケールコン
ピューティング）

– HPCSプログラムは、この付加価値システムのベンダーに
とっても、生き残りを賭けた戦い？ （2006、July)



スケーラブルシステムズ株式会社

SC|05全般の印象

• HPCに関しては、多くの大学や研究機関が大規模シ

ステムの導入を図っており、活発な成果の発表などが
あり、ユーザの活動が活発であるとの印象です。

• 一方、プラットフォームベンダのシステムは、いずれも、
‘クラスタ’が主流となり、各社のブースの展示も同じ
ようなものになっています。

• その意味では、標準化を図りコストを削減したシステ
ムを如何に活用して、研究成果や大規模なシュミレー
ションを行うかは、‘ユーザ’の活動となるため、ベンダ
のポジションが、相対的に‘Supercomputing’の中で

低下しているかもしれません。
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SC|05全般の印象

• 個人的には、今年は例年以上に、ベンダの
ブースの展示よりも、各ワークショップや基調講
演、そして、特別講演などの内容の方が、興味
を引きました。（自分の立場の変化も大きいと
は思いますが…..）

• また、HPCに関しては、二極分化されてきてい

て、各社のこの分極化に対する対応が来年の
HPCSのベンダ決定まで、曖昧に推移する可

能性があります。
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HPCの二極分化

Going UP Going DOWN
‘Peta-Scale’

コンピューティング
•複雑なシステム構成
•新しいプログラミング
APIの提案

•アプリケーション開発

‘Commodity’
コンピューティング

•商用HW/SW
•オープンソース
•パーソナルクラスタ
•商用アプリケーション
•マルチスレッド
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SC|05での動向

Going UP Going DOWN
‘Peta-Scale’

コンピューティング
•複雑なシステム構成
•新しいプログラミング
APIの提案

•アプリケーション開発

‘Commodity’
コンピューティング

•商用HW/SW
•オープンソース
•パーソナルクラスタ
•商用アプリケーション
•マルチスレッド

Peta-Scaleコンピューティングでは、実際のアプリケーションのスケーラビリティ
が重要となる（LinpackでのPeta-Scaleコンピューティングは意味が無い） 今回
のSC|05では、このPeta-Scaleコンピューティングのために基礎となるアプリ

ケーションのスケーラビリティや性能に関する発表などに注目が集まる
（BlueGene/LやNASAのColombiaの性能に関する発表には多くの聴衆が集ま

り、また、論文としての評価も高い
また、来年には、HPCSプログラムの最終ベンダーが決定されるため、CRAY、
SUN、IBMの3社は、SC|05での自社の優位性のアピールに専念
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• NASAのColumbiaでのアプリケーション性能や
ベンチマークに関する発表
– このようなアプリケーション性能やベンチマークに

対する関心は高く、SC|05の論文発表でも、多くの
聴衆を集めています。

– 同じくBlueGene/Lの性能に関する発表も多くの聴
衆を集めていました。

• SC|05では、多くのBlueGene/L関連の論文が発
表されており、SC|05で毎年、表彰されるGordon 
Bell AwardでもBuleGene/Lでのアプリケーショ
ン実行が今年の賞をもらっています。

• BlueGene/L については、多くの機関が
Workshopを開催しています。必ずしも、使い易
いシステムではないと思いますが、潜在的な性
能はありますので、可能性は高いシステムであ
ることは事実です。

• http://www.llnl.gov/asc/platforms/bluegenel/re
sources.html
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HPCS SC2005 Workshop
Monday November 14, 2005 Seattle, WA

http://highproductivity.org/Nov2005.htm

資料を上記
URLからダ

ウンロード出
来ます。
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Phase IIIへの生き残りを賭けた戦い



スケーラブルシステムズ株式会社

HPC Challenge Benchmarks

• http://icl.cs.utk.edu/hpcc/
• Benchmarks:

– HPL
– DGEMM
– STREAM
– PTRANS
– RandomAccess
– FFTE
– Comm. bandwidth & latency

Top500 Linpack
Rmax

Large FFTs
(Reconnaiss

ance)
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Table Toy (GUPS)
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High
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Low
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HPCS
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ity

Temporal Locality

Adaptive Multi-Physics
Weapons Design
Vehicle Design

Weather

Linpackベンチマークが実際のアプリケーションの性能評価に全く
役に立たないことは、常に言われていることです。IBMの
BlueGene/Lや地球シュミレータ、NASAのColumbiaは、常にアプリ

ケーションの性能で高い性能を示して、高い評価を受けています。
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SC|05での動向

HPCについては、パーソナルクラスタと言われるような製品も発表されており、
より広範囲な利用形態が考えられます。その意味では、HPCの適用性や可能

性が広がることになります。また、プロセッサがマルチコア化することで、従来の
HPCで開発されてきたマルチスレッドや並列計算といった技術がより一般化す
ることになります。その意味でも、HPC自身のあり方も変ってくることになります。

Going UP Going DOWN
‘Peta-Scale’

コンピューティング
•複雑なシステム構成
•新しいプログラミング
APIの提案

•アプリケーション開発

‘Commodity’
コンピューティング

•商用HW/SW
•オープンソース
•パーソナルクラスタ
•商用アプリケーション
•マルチスレッド
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ビル・ゲイツ氏の基調講演

• 今回のSC|05での大きな話題として、マイクロソフト会長
兼チーフソフトウェアアーキテクトであるビル・ゲイツ氏
の基調講演がありました。
– 会場は、超満員で非常に多くの方が聴講されています。

• この講演については、マイクロソフト株式会社のホーム
ページに講演内容や使用されたプレゼンテーションが公
開されています。
– マイクロソフト株式会社のプレスリリース 『ビル ゲイツ、テクニ
カル コンピューティングのビジョンを語る』

• 『～Supercomputing 2005の基調講演にて、Windows(R)Compute
Cluster Server 2003 パブリック ベータの公開、ならびに10ヵ所の学術
機関への投資計画の発表を行う～ 』

• プレスリリースの日本語訳 : 
– http://www.microsoft.com/japan/presspass/detail.aspx?newsid=2499 

• プレスリリース原文 : 
– http://www.microsoft.com/presspass/press/2005/nov05/11-

15TechnicalComputingVisionPR.mspx
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ビル・ゲイツ氏のプレゼンテーション

• 資料がWEBに掲載中

– Remarks by Bill Gates, Chairman and Chief 
Software Architect, Microsoft Corporation
SC05 (Supercomputing 05 Conference)
"The Future of Computing in the Sciences"
Seattle, Washington
November 15, 2005

• http://www.microsoft.com/billgates/speeches/2005/11-
15SuperComputing05.asp

• 基調講演の内容が全文、掲載されています。
PowerPointのスライドも掲載されています。（是非、ご

覧ください。）
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ビル・ゲイツ氏のプレゼンテーション
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ビル・ゲイツ氏のプレゼンテーション

• Now, the grains inside these machines more and more will be multi-core type devices, and so 
the idea of parallelization won't just be at the individual chip level, even inside that chip we need 
to explore new techniques like transactional memory that will allow us to get the full benefit of all those 
transistors and map that into higher and higher performance.

• We're also doing more product work to make sure that our software fits into this environment in a very 
rich way. For example, our spreadsheet Excel in the new release of it comes out next year. We have 
a server version of that's dramatically more scalable and multithreaded that means that 
processing scientific data through that spreadsheet can now be organized into a rich workflow, 
and not run into the limitations that would have been there in the past. We have collaboration 
tools like OneNote that are for laboratory notebooks, letting you gather up information including 
snippets of things that come from across the Web. I mentioned the broad sort of XML we're doing in 
all of these tools.

• Now, a researcher does not want to worry about where the resources come from. He just says, I need 
that much computing power, and so the job gets scheduled through the personal cluster. The 
scheduler in the compute process server has been configured by an IT manager to know about two 
additional computational resources, in this case larger clusters in the environment that the job will be 
forwarded to if it exceeds the program threshold. In this case, it was eight processors. And we all 
know that HPC is a heterogeneous environment, and integration with existing infrastructure, so 
it's super important to maximize utilization.

• So, when I click find biomarkers, the job right from the workstation was scheduled on a personal 
cluster running with this computer cluster server, such as this prototype, which is a 25-gigaflop 
machine. It has four nodes, each with a dual-core Intel processor, and has a built in gigabit Ethernet 
switch that turns it to the self-contained cluster. It's under $10,000…..
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ビル・ゲイツ氏の基調講演
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ビル・ゲイツ氏の基調講演

• 基調講演の内容については、ほぼその内容がWEB
上に公開されています。講演では、途中で、実際の
データ解析、計算などのデモも行われていました。

• 講演では、特にマイ
クロプロセッサのマ
ルチコア化による
HPCの可能性につ

いても説明されてい
ます。
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マイクロソフトのHPCビジョン

• Windows Compute Cluster Solutionのデモ

– CCSのデモはかなり詳しく見ることが出来ました。

– MPIやOpenMPのデモも見ることが出来ました。（既に自分で

も試してはいますが）

• ISVのWindows/Windows CCS上でのデモなどを展開
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Windows Compute Cluster Server

• To demonstrate this, backstage 
we have a cluster of 16 nodes, 32 
processors, it's a Dell box, and it's 
running Linux, and Class Form 
LSF Job Schedule is being used 
to schedule the jobs on that. The 
other cluster is in Intel's remote 
access location halfway across 
the state connected over SCinet
and InfiniBand networks, and it's 
a 64-node machine, two 
processors, dual core, so it's 256 
core total, and it's running 
Windows Compute Cluster Server.

• ビル・ゲイツ氏の基調講演より
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マイクロソフトのHPCビジョン

• スーパーコンピュータ上で
のバッチ処理

• パーソナルクラスタ上での
インタラクティブ（対話）処
理

• アプリケーション間での複
雑なワークフローへの対
応

Interactive 
Computation and 
Visualization

Manual, batch
execution

IT 
Mgr

SQL
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マイクロソフトのHPCビジョン

• マイクロソフトのHPCに関するビジョンについて

は、以下のような資料も参考になります。
– High Performance Computing with the Windows 

Server Compute Cluster Solution 

• 実際に、マイクロソフトのブースなどでの
CCS(Compute Cluster Solution)の説明など

では、この資料の内容が説明されていました。
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High Performance Computing with the 
Windows Server Compute Cluster Solution
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会場内のＬＡＮ
今年は、InfiniBandを基幹としています
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展示ブースにて
複数ディスプレイの展示が一般的
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おわりに・・・まとめとして

Peta-Scale
Computing

廉価なクラスタ
ソリューション

IDC Research Update:
HPC Market Landscape
and Observations
July 2005
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おわりに・・・まとめとして

• Peta-Scale シス

テム

– ソフトウエア（アプ
リケーション、OS、
プログラミングAPI
など）の課題の克
服が課題

– システムの複雑さ
と生産性

Petascale
Challenges

Complexity 
Wall

Today’s 
Terascale

Challenges

Source: ORNL
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おわりに・・・まとめとして

• 廉価なクラスタソリューション
– プロセッサのマルチコア

– マルチスレッド技術の活用

– スケーラブルコンピューティング

– ハイプロダクティビティ

Transistors/die
CPU clock freq

20031975

10,000
1 MHz

100 M
3 GHz

2015

5 B

<10 GHz

<10%/y

>30%/y
!
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HPCシステムの動向

国家プロジェクトと商用製品のギャップの拡大

Going UP

Going DOWN

‘Peta-Scale’
コンピューティング

•複雑なシステム構成
•新しいプログラミング
APIの提案

•アプリケーション開発

‘Commodity’
コンピューティング

•商用HW/SW
•オープンソース
•パーソナルクラスタ
•商用アプリケーション
•マルチスレッド

Peta-Scaleコンピューティングに

求められる基本技術と現在の
HPCの主要マーケットでの要求

はあまりにも差が大きい
→HPCSシステムは、各社との
‘Commodity’のマイクロプロ

セッサではなく、独自のプロセッ
サを開発中

ハードウエアは、’Commodity’
なものを利用して、SWの改善、

サポート、利用技術のサポートが
今後の主要マーケットでの成功
の鍵となる
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SC|05を振り返って

• SC|05を振り返って、クレイ

トン・クリステンセンの「イノ
ベーションのジレンマ」で分
析されている持続的イノ
ベーションと破壊的イノベー
ションの定義が現在のマー
ケットに当てはまることを認
識しています。
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付録：シアトル
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付録：ミュージアムでのパーティー
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スケーラブルシステムズ株式会社

ハイエンドコンピューティングに関す
るコンサルテーションとして、幅広い
サービスをご提供致します。

このサービスを最大限に活用してい
ただくことで、コラボレーションによる
「顧客志向」 のコンサルテーション

サービスをご提供できればと思ってお
ります。
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